
８月 家 ～言葉の発達～ 『いろいろな部屋』 
   〈すずらん組 ４歳児〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「 みんなの家はどんな家？ 」  

「 家にはどんな部屋がある？ 」  

「 その部屋って何 の部屋？」  

「 家って何をするところ？ 」  

実際に間取りを考えてみよう！  

サークルタイムで読んだ絵本の中に 

いろいろな家が出てきたのでみんなの家は 

どんな家か、問いかけてみると… 

 

家にはどんな部屋があるか考えたり、実際に家

作りをしたりすることを通して『家』について知る

ことができました。様々な活動をふまえ家は何を

するところなのか、問いかけてみると… 

／ キッチンは ＼ 

料理をするところ！ 

 

と教えてくれたお友だちがいました。

しかしみんなで話していると 

「トイレはろうかにある」や 

「おふろばのとなりはリビング 

だよ」との声が。 

子どもたちにとって『家』は安心できる

場所、ということが分かりました。 

できあがった家で遊んでみよう！  
お母さんやお姉ちゃん、赤ちゃんなど自分たちで 

役割分担をして、お家ごっこを楽しんでいました。 

リビングはごはんをたべたり 

＼テレビをみるところ！／ 

いろいろな家を探している 

中で、工事中の家も発見し 

「どんな家だろう？」「何色

の家なんだろう？」と想像

を膨らませていました！ 

絵本から実際に家を作ってみました。 

作った家をままごとコーナーに設置 

すると、「ちいさいからあかちゃんの

おへやにする！」と、赤ちゃん人形 

       の部屋も作ることが 

できました。 

家にはいろいろな部屋（間取り）があることに気づいた

子どもたち。すると保育室のままごとコーナーに壁や扉

を作ったらいいのでは？という意見が出ました。 

「茶色のお家だよ！」「四角いお家」と様々な色や形に着目

した答えが返ってきました。また二階建てやマンションなど

いろいろな構造があることにも気づいていました。 

『いえ』の展開図に挑戦しました。 

自分の家を思い出し、いろいろな 

意見が出てきました。 

はまなす認定こども園 

実際に家を見てみよう！  

トイレのとなりに  

おふろばがあるよ！  

／ 寝室は ＼ 

ねるところ！ 

家には様々な部屋の配置があり、その

配置を『間取り』ということを知らせる

と、間取りの違いについて話し合う 

すずらん組の子どもたちでした。 

制作で『住んでみたい家』づくりをしました。「二階 

建てがいい」「ここにベッドを置きたい」と、こんなお家 

だったらいいな、を想像しながら取り組んでいました。 

ごはんをたべたり、ねたり  

やすんだりするところ！  

 

いろいろな部屋ができました！ 

げんかん 

かべとゆか 

おふろばは、からだを 

あらうところ！ 

きっちんには、れいぞうこ 

がある！ 

 

 

１、２，３，４…  

５かいだてだ！  

どうやって  

つくるのかな？  

 

ここに  

しようかな？  

～リビング ～ 

～玄関～ 

ただいま～  

／にかいだてに ＼ 

したよ♪  

～風呂場～ 

 

なんのへやに  

しよう？  

ソファーでテレビをみたり  

ゆっくりしたりするところ！  


